
耐温度ストレス性評価試験装置

航空・宇宙関連の部品や装備品の安全
性・信頼性を急激な温度変化で評価。

冷熱衝撃試験 ：

高温さらし温度範囲 60℃～300℃

低温さらし温度範囲 －70℃～0℃

急速温度変化試験 ：

温度範囲－70℃～180℃,

温度変化速度 （上昇）23℃/min

（下降）18℃/min

急速温度変化試験は、冷熱衝撃試験の

不良再現性の向上を目指して開発。

半導体の動作温度の上昇や電子部品の

実装方法・鉛フリー化などに対応した電子

機器の信頼性評価試験方法に使用。
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▲例えば、航空機内で使用する電子制御モジュール等
に温度ストレスを付加し、電子基板の耐久性、作動安定
性、安全性等を評価。
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